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実証概要とサプライチェーン図

副生・再エネ水素による低コスト集中型(配管活用)/分散型サプライチェーン実証
（山口県、実施代表者：地方独立行政法人山口県産業技術センター）

概要

苛性ソーダ工場から発生する副生水素を、距離や条件に応じてパイプラインや水素吸蔵合金を搭載したトラック

で体育館やスイミングクラブなどの施設に供給するサプライチェーンの構築と、多目的水素貯蔵システムを活用して

再エネ由来水素を水素ボンベに充填し、軽量・大容量で効率的に輸送・利用する実証、さらに貯蔵タンクや水

素吸蔵合金、パイプラインを組み合わせて水素ボイラーや燃料電池への供給を行うサプライチェーンの構築に向け
た実証を行う。

事業場所
山口県

（周南市、山口市、防府市、山陽小野田市）
事業期間 令和7年度～令和11年度（予定）

（地方独立行政法人山口県産業技術センター報道発表資料より作成）
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